














東京女子医科大学生理学講座 神経生理学分野 助教 
 
略歴 
1998年 3月 大阪大学 基礎工学部 卒業 
1998年 4月～2000年 3月 大阪大学大学院 基礎工学研究科 修士課程 
2000年 4月～2004年 3月 大阪大学大学院 基礎工学研究科 博士課程 
2001年 4月～2003年 3月 日本学術振興会 特別研究員-DC2 
2004年 3月 大阪大学にて博士号取得（理学） 
2004年 4月 金沢大学大学院 医学系研究科 シナプス発達機能学 研究員 
2005年 10月 大阪大学大学院 医学系研究科 細胞神経学 研究員（教授移籍に伴う異動） 
2007年 9月 東京大学大学院 医学系研究科 神経生理学 研究員（教授移籍に伴う異動） 
2011年 8月 広島大学 大学院 医歯薬保健学研究科 神経生理学 助教 

















PrV2 または VPm を生後 12-15 日目に抑制した場合のみ、シナプス強化と刈り込みの両方が障害された。







シナプス強化は生後 12-15 日目の PrV2 と VPm 両方の神経活動に依存し、刈り込みは同期間の VPm の
神経活動依存的な機構に制御されると考えられる。また、生後 8-11日目の VPmの神経活動が生後 12-15
日目の刈り込み機構を修飾する可能性があげられる。 
 
【結論】  
PrV2-VPmシナプスの強化と刈り込みは一続きの過程ではなく、発達時期ごとに異なる細胞の神経活動
によって制御されることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
